
項 ⽬ 内 容

名称 イラクサ、ウルチカソウ、ネットル [英]Nettle [学名]Urtica Thunbergiana  

Sieb.et.Zucc、Urtica spp.

概要 イラクサは、⽇本の本州の関東以⻄から九州、四国、および朝鮮半島に分布する⾼

さ40〜100 cmの多年草で、9⽉から10⽉頃に葉腋から出る1対の穂状花序に淡緑⾊

で卵円形の花をつける。葉や茎には刺⽑があり触れると痛く、⽪膚が⾚く腫れる。

イタイタグサ、イライラクサなどとも呼ばれる。若芽が⼭菜として⾷されることも

あるが、刺激性はかなり強い。「イラクサ」は、この他にイラクサ属の植物の総称

としても⽤いられる。イラクサ属の植物は、アジアやヨーロッパで全草が⺠間薬 (

蕁⿇＜ジンマ＞) として利⽤されてきた。近年、健康⾷品の素材として利⽤されて

いる「イラクサ」の多くは、セイヨウイラクサ (Urtica dioica) である。

法規・制度 ■⾷薬区分

・茎、種⼦、根、葉︓「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない

成分本質 (原材料) 」に該当する。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・刺⽑には、シュウ酸、酒⽯酸、ギ酸、セロトニンを含み、主にシュウ酸、酒⽯酸

が刺激誘発物質である (PMID:16675601) 。

分析法 ・フラボノイド類が紫外可視検出器を装着したHPLCにより分析されている (101)

。

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=16675601&dopt=Abstract
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循環器・

呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。
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